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橋渡し研究プログラムの特徴

アカデミアシーズを臨床現場へ届ける！

橋渡し研究支援機関

切れ目のない
伴走支援

研究者

革新的シーズ

橋渡し研究プログラム

開発フェーズに
即した研究費



基礎研究の成果を臨床開発に繋ぐ橋渡し研究プログラム

➢ 開発フェーズに即した応募条件

➢ 切れ目のない伴走支援のための橋渡し研究機関によるシーズ登録・AMED申請

申請

橋渡し研究支援機関認定
文部科学省

委託

研究支援
実用化支援

採択

CPOT

研究者

AMED橋渡し研究プログラム委託事業

研究提案
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シーズ区分について①

シーズ区分 研究期間・研究費の規模の目安と応募条件

preF：

関連特許出願済みで、治験等開始に必須な非臨床試験の項目

確定等を目指す課題

➢ 最長2年間、1,000万円/年度

➢ 治験開始に必須な非臨床試験の項目についての対面助言を受ける

ための計画、企業との連携を行うための計画が立てられていること

シーズF：

関連特許出願済み、かつ開発にあたって企業連携が確立しており、

非臨床POC取得及び治験届提出後、臨床POC取得又は薬事

申請用臨床データ取得を目指す課題、医療への適応のため早期・

戦略的な企業導出を目指す課題

➢ 最長5年間、前半2年間、7,000万円/年度、後半3年間、9,000

万円/年度（ステージゲート通過後）

➢ アカデミアと企業の共同提案、連携企業および導出予定先企業にお

ける引き受け後の開発方針、PMDA対面助言（非臨床試験内

容）を実施していること

シーズF#：

関連特許出願及び非臨床POC取得済み、かつ開発にあたって企

業連携が確立しており、臨床POC取得を目指す課題、医療への

適応のため早期・戦略的な企業導出を目指す課題

➢ 最長3年間、9,000万円/年度

➢ アカデミアと企業の共同提案、連携企業および導出予定先企業にお

ける引き受け後の開発方針、PMDA対面助言（臨床試験内容）を

実施していること
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シーズ区分について②

シーズ区分 研究期間・研究費の規模の目安と応募条件

シーズB：

関連特許出願済みで、非臨床POC取得及び治験届提出又は

薬事申請用臨床データ取得を目指す課題

➢ 最長3年間、5,000万円/年度

➢ PMDA対面助言（非臨床試験内容）を実施していること

シーズC(a)：臨床試験に向けた準備・臨床試験を行う課題

関連特許出願及び非臨床POC取得済みで、治験開始を目指し

て原則1年度以内に臨床試験の準備を完了し、その後3年度以

内に臨床POC取得又は承認・認証を目指す課題

➢ 1年目、1,000万円/年度

ステージゲート後最長3年間、8,000万円/年度

➢ ステージゲートまでにPMDA対面助言（臨床試験内容）を終了し、

ステージゲート通過後、速やかに治験開始できること

シーズC(b)：臨床試験を行う課題

関連特許出願及び非臨床POC取得済みで、最長3年度以内に

臨床POC取得又は承認・認証を目指す課題

➢ 最長3年間、8,000万円/年度

➢ PMDA対面助言（臨床試験内容）を終了し、採択後、速やかに治

験開始できること



国立がん研究センター橋渡し研究推進センター（CPOT）について

➢ 2021年、国立がん研究センター（NCC）内外の橋渡し研究を

横断的に支援する橋渡し研究推進センター（CPOT）が設立さ

れ、NCCは文部科学省より橋渡し研究支援機関に認定をされた。

➢ CPOTには中央病院・東病院の臨床研究支援部門の専門家

が併任され、基礎研究・応用研究・非臨床研究の開発フェーズか

ら、臨床研究へ切れ目のない開発支援を行う。
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CPOTの特徴①
アカデミア・企業・VCの臨床開発経験者による出口視点の課題選定

審査委員

中央病院・東病院での臨床開発実績を有する委員

基礎研究シーズの臨床導出経験を有する委員

企業での臨床開発やVCの経験がある外部委員
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アンメットニーズ・事業性・サイエンスとしての強みを専門家が評価

審査結果は研究者へフィードバックします！

4 制限なし

推薦課題数
拠点内シーズ

推薦課題数
拠点外シーズ

preF

F

F#

B

2 制限なし

2 制限なし

2 制限なし

C 2 制限なし



1. 課題の進捗管理

◆ 目標、マイルストーンおよびアクションの設定・実行

◆ 対話を通したタイムリーな相談（毎月30分）

◆ リスクの予見と対応策の検討

2. 課題に関する情報収集および分析

3. 課題横断的な拠点内外、国内外の研究機関や企業とのネットワーク構築

4. 戦略的コミュニケーション（相手に応じた「刺さる」ストーリーテリング）

◆ 申請書類 / 発表スライド / 会議ファシリテーション など

CPOT PM：Mission & Vision

• CPOT 課題の進捗管理および研究者との円滑なコミュニケーションに責任を持ち、課題促進に努めることで、基礎研究から
臨床開発までの橋渡しを支援する。

• CPOT内、NCC内、国内外の大学等の研究機関や企業等との連携ネットワークを広げ、課題の推進に努める。

CPOT PM：Job Description

悩める孤独な研究者の

客観的で前向きな伴走者であれ

当事者 >>> 批評家

CPOTの特徴②
プロジェクトマネージャーによる前向きな伴走支援
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CPOT支援課題の情報は、ふたつの臨床研究中核病院（中央病院・東病院）の臨床研究支援部門

と共有され、タイムリーで重複のない支援サービス提供に務めます

多様な前臨床研究支援
質保障された基礎・応用・TR研究
規制対応可能な最新テクノロジー

スタートアップ支援

ふたつの臨床研究中核病院
ハイボリュームセンターによる迅速な症例集積

最先端の臨床開発情報の保有
国内最多のFIH経験数

がん領域での国際ブランド力
グローバルKOLの支援・協力
国内・グローバル規制対応力

企業連携

がん領域におけるグローバル開発・早期開発のノウハウは国内随一

企業治験企業シーズによる医師主導治験アカデミアシーズによる医師主導治験

CPOTの特徴③
国立がん研究センター中央病院・東病院との連携

年度 病院 試験物／技術名 薬事申請上の分類

2022 東病院 がん遺伝子パネル 医療用医薬品

2022 東病院 新規モノクローナル抗体 医療用医薬品

2023 東病院 CAR-T 再生医療等製品

2023 東病院 新規合剤 医療用医薬品

2023 中央病院 64Cu-NCAB001 放射性医薬品

2024 東病院 CAR-T 再生医療等製品

2024 中央病院 64Cu-ATSM 放射性医薬品

アカデミアシーズの治験実績



シーズC
0課題

シーズF 1課題
(1/0/0)

1課題
(1/0/0)

1課題
(1/0/0)

0課題

シーズB 2課題
(1/1/0)

2課題
(1/1/0)

1課題
(0/1/0)

1課題
(0/1/0)

0課題

国立がん研究センター
橋渡し研究プログラム

シーズ募集
運営委員会
書面審査

運営委員会
ヒアリング審査

AMED
公募申請

AMED
採択

括弧内 (自拠点/他拠点/拠点外)

preF 14課題
(5/1/8)

14課題
(5/1/8)

8課題
(3/1/4)

3課題
(2/1/0)

5課題
(3/1/1)
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令和6年度橋渡し研究プログラム・委託事業の選考結果

2024年度 北大 東北大 筑波大 NCC 東大 慶應大 名大 京大 阪大 岡山大 九大 計

preF 1 3 3 2 3 1 2 2 3 20

採択率 60%
（3/5）

採択率 22%
（20/89）

PM

PMチームによる
申請書作成支援

新規性・事業性を考慮した
委員会審査

NCC外からの
積極的な応募



橋渡し研究プログラム・委託事業 スケジュール

• 7月29日（月） 応募開始

第1回説明会（Zoomミーティング）

• 7月30日（火） 第2回説明会（Zoomミーティング）

• 8月30日（金） 正午 応募締め切り

• 9月上旬～9月下旬書類審査

• 10月15日（火）10時～ ヒアリング審査（医療機器・診断機器）

• 10月16日（水）10時～ ヒアリング審査（医薬品・体外診断・再生細胞）

• 11月上旬 AMED推薦課題の決定

• 12月下旬～1月 AMED公募（見込み）
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AMED申請書のブラッシュアップ（約1か月半）

※PMチームの支援あり



応募方法について

＜応募期限＞

2024年8月30日（金）正午

＜応募方法＞

➢ 各提案書様式を下記URLまたは右のQRコードよりダウンロード

（https://cpot.ncc.go.jp/）

➢ 所定の提案書と発表スライド（PowerPointファイル、10枚以内）をメールに添付し、

応募窓口（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）に送付

※送信できるファイル容量は合計20MBまでとなっています。20MBを超える場合は下記問い合わせ先にご相談ください。

＜問い合わせ先＞

橋渡し研究推進センター シーズ募集事務局（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）
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AMED橋渡し研究プログラム採択シーズのトレンド
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令和4年度9課題、令和5年度6課題、令和6年度11課題

医薬品(10)：サイトカイン、核酸医薬(2)、代謝阻害剤、非麻薬性鎮痛薬、希少糖、ADC、BNCT、211Atナノ粒子、エクソソーム（免疫）

再生細胞・遺伝子治療(8)：幹細胞増幅、iPS-DC、CAR-T(2) 、CAR-NK、骨再建、ウイルス療法(2)

医療機器(4)：内視鏡的絆創膏、膵断端処置具、近赤外組織マーキング剤、交流磁場治療装置

体外診断・診断機器(4)：HPLC・メチル化診断、血清診断、尿中エクソソーム診断、薬効判定試験 AMED HPよりpreF採択課題名抽出

CPOTでも、新しい技術・モダリティ・マテリアルなど、独自性・新規性の高いシーズを求めています

※AMED不採択の場合でも、CPOTによる他の研究プログラム申請の支援も可能です！



課題選定のポイント

審査は下記4つの項目で評価する。

① 医療現場での必要性

② 新規性

③ 優位性

④ 実用化までの計画妥当性

➢「必要性」：どのようなアンメットメディカルニーズに対するシーズなのか。

➢「新規性」：どのような点が新しいのか。

➢「優位性」：既存のものと比べて、どのような点が優れているのか。

➢「妥当性」：知財戦略と事業戦略を明記する。

⚫ 知財戦略：出願済特許とシーズの関連性、特許を強化するための戦略

⚫ 事業戦略：どのような製品を目指すのか、市場性を定量的・定性的に記載。製販までの企業連携

計画について記載。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）

タイトルだけで解るような課題名を記載してください。

公開可能な課題名を記載してください。

具体的なシーズ名を記載してください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）

該当箇所にチェックを入れてください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）

特許出願後の状況（PCT出願など）を
記載してください。

出願した特許と今回のシーズの関連性が
解るように記載してください。

知財戦略上の理由で特許出願していない場合は
理由を記載してください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）

本研究の概要を300～500字で
記載してください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
本研究の内容になります。字数制限はありませんが、

評価者が評価しやすいように、適宜図表を使用し

ながら解りやすく記載してください。

研究背景～これまでの研究成果を記載してください。

アンメットメディカルニーズ＝「医療現場での必要性」

が解るように記載してください。

研究開発目的を記載してください。本研究の特色・独創

性＝「新規性」「優位性」が解るように記載してください。

具体的な研究計画・方法を記載してください。特にPMDA対

面助言の計画（preF/シーズC(a)）や非臨床POC取得の

計画（シーズB）、臨床試験の計画（シーズF/シーズF#/

シーズC）、企業連携の計画を具体的に記載してください。ま

た、研究支援期間だけではなく、実用化までの「特許戦略」

「事業戦略」の計画について記載してください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
審査項目の要約になります。

「5. 本開発提案内容」に記載した内容を各項目300字程度

までで、解りやすく記載してください。箇条書きでも結構です。

医療現場での必要性

どのようなアンメットメディカルニーズがあり、課題の解決策を

解りやすく記載してください。

新規性

新しい技術・モダリティ・マテリアルなどシーズの独自性を

記載してください。

優位性

既存薬・既存技術と比べて、どのような点がどの程度

優れているのか具体的に記載してください。

実用化までの計画妥当性

出願特許を強化するための戦略を記載してください。

どのような製品を目指すのか、市場性や製販までの企業連携の計画を

具体的に記載してください。
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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CPOTの研究支援における支援料は一律

50万円です。NCC内外の機関および組織

等への斡旋については実費を徴収します。



提案書記載のポイント（シーズF/シーズF#）

シーズF/シーズF#は企業との共同提案であり、企業連携が

必須です。1)~4)のすべてが「有」、または5)が「有（内諾

含）」のいずれかを満たす必要があります。
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提案書記載のポイント（シーズF/シーズF#）



提案書記載のポイント（シーズF/シーズF#/シーズB/シーズC）

シーズF/シーズF#/シーズB/シーズC(b)ではPMDA作成の

対面助言の議事録を提出することが必要です。

「令和7年度 AMED橋渡し研究プログラムシーズ支援課題の募集」について | JUL 2024 |    25
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提案書記載のポイント（シーズF#/シーズC）
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